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被服費に関するコーホート分析
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　はじめに
　昭和20年代のエソゲル係数50～60％という窮乏の時代には，人々の生活充
足感への願望が強く被服費は15％と旺盛な消費意欲を示していたが，現在の
過剰な豊かさの中，被服費は経済不安の安全弁と意識され，不況の時代では
数％の支出比率しか示さなくなっている。しかし街には衣服があふれ，流行
は目まぐるしく変り，相変らずバーゲソ会場は盛況である。本報告はこの被
服消費の実態に関する一検討である。
　人々の消費行動は，各人の必要性，社会的風潮と共に人々の生活歴を基盤
とした判断などから成立っているので，本論ではコーホート分析の手法を用
いることとした。筆者は先に，世帯主年齢コーホートを用いて家計構造を検
討した払回は註醸離に影響の大き・・「長子の成長段階」を拗あげ
た。これは資料では「子供構成別」として掲出されている。
資料
　全国消費実態調査報告　　（昭和44年，49年，54年，59年）
　　勤労者世帯年平均一ヵ月の支出（品目編）　（費目分類は44年分類による）
　　a．核家族（4人家族）子供構成別（長子成長段階を次のように示す。）
　　　　　第1段階　長子未就学
　　　　　第皿段階　長子小学生
　　　　　第皿段階　長子中学生
　　　　　第IV’段階　長子高校生
一77一
表1消費支出構成（その1）子供購成別　（消費支出100A°）
?????
年 子供構成 世帯主の年齢 実収入 消費支出 食料費 住居費 光熱費 被服費 教育費 教養・娯楽費 その他
44 1（長子、未就学） 32，9才 71，233円61831円　　’ 38．6％ 12．0％ 3．6％ 10．7％ 2．8％ 6．0％
エ1（〃　小学生） 36．4 79，437 67，83238．2 Il．4 3．5 10．6 3．4 8．7
　26．3％一一一
@24．2
III（〃　中学生）42．4 88，170 73，97338．9 10．2 3．6 10．6 2．2 9．2 　一．－Q5．3
IV（〃　高校生） 45．8 97，762 80，74236．8 8．1 3．5 ILl 5．6 7．1 　　　　一Q7．8
V（〃　大学生） 49．2 IlO，00297，12832．8 7．0 3．1 IL7 8．7 6．9 29．8
49 1 32．8 177，333131，23435．4 ll．0 3．2 10．5 3．9 5．2 　　　．－R0．8?
37．7 200，250137，98137．1 9．2 3．3 ll」 2．4 9．3 27．6
II【 42．5 223，250i50，87137．2 9．3 3．4 ll．3 1．1 10．0 27．7
IV 45．4 251，083167，27434．3 8．9 3．4 ll．3 4．3 8．7 29．1
V 49．8 289，917199，39530．1 6．1 2．9 i2．2 8．8 7．5 32．4
54 1 32．7 282，000188，48732．7 ［0．5 3．8 8．7 5．0 7．8 31．5?
37．5 327，750203，66935．0 9．4 3．7 8．5 2．7 10．6 30．1
II1 42．7 378，917226，93635．6 8．i 3．8 9．2 2．2 ll．5 　　　　一．Q9．6
IV 45．5 389，417244，61033．3 7．4 3．8 9．2 6．2 9．6 30．5
V 49．7 467，667323，73626．7 8．1 3．1 10．0 13『1 8．6 30．4
59 　　．「P 33．0 356，583231，36230．4 10．6 4．5 7．3 5．7 8．1 33．4?
37．4 410，333243，83933．5 8．5 4．6 7．4 3．0 目．2 31．8
III 42．1 476，417275，60733．8 7．4 4．7 8．1 2．8 9．6 33．6w 45．5 508，250294，5083L9 6．4 4．8 7．5 7．1 8．0 34．3V 49．6 624，000397，04325．9 4．7 3．9 7．6 16．4 7．5 34．0
　　　　第V段階　長子大学生
　b．年間収入5分位階級別
　　　（44年，49年は5分位階級，54年，59年は10分位階級）
　　　　第15分位（第皿10分位）
　　　　第皿　〃　　（第V　〃　）
　　　　第V　〃　（第X　〃　）
1　生活費構造の概観
各調査時点における同一成長段階群の生活費構造を比較してみると，成長
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　図1消費支出構成比の比較（1）（子供構成別）
一79一
??
10
　0％20
????????? ??
??
40
30
20
10
食料費
　　　59年
b－一→54年
・一一→49年
G－一一e44年
　　I　　II　　III　　IV　　V成長段階
図2　消費支出構成比の比較（2）（子供構成別）
段階により差異の大きい費目は，食料費，教育費，その差が僅少なのは光熱
費，被服費などである。又，成長段階の上昇により支出比率を大巾に縮少さ
せる食料費，住居費と，大巾に増加させる教育費が特徴的である。光熱費，
被服費は成長段階間の差も小さく，又段階変化に対しての動きも小さい。
（表1，図1）
　　　　　　　　　　　　　　　－80一
表2　消費支出構成（その2）年間収入5分位階級別（消費支出＝100％）
???ー
?
分位 世帯主ﾌ年齢 年間収入 消費支出 食料費 住居費 光熱費
　一一．
﨑梍
　71－『
ｳ育費
一教養・娯楽費
その他
44 1 37．9才 526，968円 44，235円 42．4％ 12．2％ 4．4％ 9．6％ 1．7％ 5．7％ 24．0％
III 39．1 924，960 66，305 38．2 10．9 3．7 10．5 2．5 7．1 27．1
V 45．3 1，642，188 106，040 30．8 9．8 3．0 Il．9 2．8 8．2 33．5
49 1 38．0 1，292，000 101，466 38．7 lL6 3．9 9．9 ［．7 6．9 27．3
III 40．0 2，280，000 138，37435．3 10．0 3．4 10．82．4 7．9 30．2
V 45．7 4，427，000 199，521 30．0 9．3 3．0 12．5 2．5 9．0 33．7
54
?
36．8 2，601，000 165，29935．0 1「．2 4．2 8．4 2．5 7．4 31．3
V 39．4 3，706，000 203，140 33．5 9．0 3．9 8．9 3．0 9．1 32．6
工X 45．4 5，985，000 281，096 28．8 7．7 3．3 9．7 3．3 10．6 36．6
59
?
37．6 3，297，000 200，24132．7 12．9 5．2 6．82．8 7．8 3L8
V 41．1 4，815，000 253，264 3L5 9．6 4．7 7．7 3．4 8．7 34．4
IX 46．4 7，894，000 352，635 26．8 7．5 4．2 8．7 3．7 9．1 40．0
　これを同一調査年におけるクPスセクショソで観察してみると，調査時点
間の消費行動の変化が現われてくる。勿論，調査年の推移は所得額の上昇，
社会風潮の変化など複雑な要因を含むが，一応，いわゆる「時代の特徴」が
この「前回調査結果との差」として，ながめられよう。これによると食料費，
被服費，教育費に前回との格差がみられ，ことに59年は各費とも特徴的であ
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図3　消費支出構成比の比較（収入5分位階級別）
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59年
る。消費支出構成比は食料費，被服費，住居費はだんだんに縮少し，教育
費，教養・娯楽費は増大傾向をみせており，生活分野間の関心の変化がうか
がわれる。（図2）
　この長子成長段階による分析には，世帯主年齢の上昇による所得額の変化
という家計構造を変動させる要因が加わってこよう。所得額の違いによる特
徴をとらえるため，年間収入5分位階級別の資料を用い，典型層として第1，
皿，V5分位（皿，　V，　X10分位）を対比させてみた。その結果，生活費構
造では食料費，住居費の縮少，被服費，教育費，教養・娯楽費の漸増が見ら
れた。又，調査年別の比較をしてみると，59年には光熱費，教育費が増加
し，食料費，被服費には減少が観察された。（表2，図3）
　これらの検討の中で，所得上昇に伴なう被服費比率の増加は，生活水準の
上昇，「豊かさ」への関心を示すが，59年調査の減少は，経済不安からの支
出抑制と捉えられる。また子供構成別では第V段階で被服費支出が急増して
おり，所得増加と共に子どもが制服年代を離れ，成人式，就職期を迎えるな
ど被服消費が大きく変動する段階であることが推察された。
　1　被服費の内部検討
　品目分類により被服費を構成する各服種別に被服費構成比，購入数量（1
カ月枚数），平均価格（1着当り）などの検討を行なった。代表的な数品目に
ついて，表に示す。（表3，表4）
　さきの生活費構造の分析でも明らかな特徴をみせた年間収入5分位階級別
に，購入された背広服，婦人服，婦人着物などの平均価格をみると，実額は
年々高額となっているがこれを一カ月の実収入に対する価格比としてみる
と，例えば第15分位では44年には背広服は月収の45％強という高額商品で
あったが，近年は相対的価格は低落化し，又収入階級間の差も縮少して，購
入量の増加がみられる。しかし54年から59年にかけては又減少している。婦
人服は背広にくらべ低額で負担感も軽いためか，購入数量は非常に多くなっ
ていたが，59年には，減少傾向をみせている。婦人着物の購入数量は常に減
一83一
?。??
表3平均価格，購入数量（その1）（子供構成別）
背　　　広　　　服 婦　　　人　　　服 婦　　人　　着　　物? ????
1ケ月の収入 支出金額 購入数量 平均価格 対実収入比 支出金額 購入数量 平均価格 対実収入比 支出金額 購入数量 平均価格 対実収入比
44 1 71，233円160円0，00819，704円27．7％ 229円0，054 4，244円 6．0％ ll3円0，Ol3 8，978円12．6％
?
79，437 246 0，0口 22，835 28．7 185 0，040 4，575 5．8 84 0，009 9，103 ll．5
III 88，170 170 0，007 23，53126．7 303 0，066 4，5775．2 ［99 0，019 10，704 12．1
IV 97，762 475 0，021 22，860 23．4 365 0，077 4，761 4．9 143 0，Ol5 9，792 io．0
V llO，002417 0，OI822，755 20．7 774 0，135 5，714 5．2 261 0，039 6，698 6．1
49 1 177，333 708 0，02034，647 19．5 480 0，060 7，99【 4．5 216 0．0目 ［9，549 lI．0
?
200，250781 0，021 37，592 18．8 506 0，057 8，813 4．4 246 0，01221，156 10．6
IH 223250　　　’ 741 0，02036，757 16．5 682 0，078 8，798 3．9 411 0，02020，592 9．2
Iv 251083　　　’ 1’142 0，02546，536 【8．5 813 0，095 8，593 3．4 999 0，034 29，074 ll．6
V 289，9171，213 0，03039，952 13．8 し084 0，ll9 9，098 3．1 1，848 0，04046，723 16．1
54 1 282，000801 0，02039，822 14．1 827 0，06612，444 4．4 194 0；004 51，9【7 18．4
?
327，750762 0，0184㌧430 12．6 800 0．06【 13，173 4．0 267 0，004 59，973 18．3
III 378，917870 0．0【8 47，766 12．6 1，273 0，09014，150 3．7 5B 0，OlO48，939 12．9
IV 389，4171，050 0，02247，865 12．3 1，608 0．口5 14，033 3．6 815 0，OI5 53，174 13．7
V 467，6671，657 0，03744，907 9．6 2，430 0，13318，301 3「．9 3，969 0，0331［8，694 25．4
59 1 356，583776 0，Ol747，012 13．2 625 0，04912，799 3．6 22 0』OI 16，069 4．5
?
410，33372i 0，OI645，494 ll．1 714 0，052B，724 3．3 90 0，002 55，290 ［3．5
III 476，417784 0，OI650，492 10．6 1，062 0，07713，843 2．9 231 0，003 75，013 i5．7
IV 508，250988 0，02244，478 8．8 1，224 0，082 14，872．9 421 0，006 64，845 12．8
V 624，0001，803 0，03748，491 7．8 2，144 0，11319，002 3．0 し849 0，Ol2149，18423．9
注：購入数量（年平均1ヶ月着数）
　　　対実収入比（平均’価格の1ヶ月実収入との対比）
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表4平均価格，購入数量（その2）（年間収入5分位階級別）
　　　　　　　　一一
w　　　広　　　服 婦
　　一ゴ
l　　　服 婦　　人　　着　　物
? ??1ケ月の
禔@　入 支出金額 購入数量 平均価格
1ケ月の
茁?ﾉ
ﾎする
п@合
支出金額 購入数量 平均価格
1ヵ月の
茁?ﾉ
ﾎする
п@合
支出金額 購入数量 平均価格
1ヵ月の
茁?ﾉ
ﾎする
п@合
44 1 439i4円　　’ 99円 0，00520，036円45．6％ 149円0，034
?????
9．5％ lI2円0，Ol3 8、lIO円
　　　　　一
奄W．5％
IH 77，080 270 0，Ol222，00028．5 222 0，047 4，5175．9 262 0，02112，154 15．8
V 136，849 707 0，03023，568 17．2 545 0，097 5，702 4．2 757 0，050 i4，88210．9
49 1 107，667 351 0，Oll31，26029．0 388 0，057 6，7986．3 223 0，Oi3 17，03015．8
III 190，000 715 0，02035，608 18．7 650 0，075 8，6104．5 411 0，017 23，6112．4
V 368，9171，652 0，039 42，501Il．5 1，407 0，Il8目，965 3．2 1，674 0，04537，169 10．1
54
??
216，750 505 0，Ol339，747 18．3 703 0，063II，128 5．1 363 0，00750，15423．1
V 308，833 834 0，02042，293 13．7 1，041 0，075 13，9724．5 669 0，Oll62，40320．2
D（ 498，7501，521 0，032 46，8789．4 1，966 0，121i6，305 3．3 1，438 0，02072，407 14．5
59
?
274，750 398 0，OlO4！，653 15．2 596 0，04612，814 4．7 171 0，00274，66927．2
V 401250　　　’ 781 0，Ol744，746 lL2 890 0，063［4，134 3．5 406 0，00673，746 18．4
朕 657，833i，635 0，03152，497 8．0 2，！65 0．日6 18，659 2．8
????
0，Ol387，076 13．2
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20
10
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図4平均価格の1ケ月の収入に対する割合（年間収入5分位階級別）
少しているが価格は急速に高額化して，平常着より高級外出着へという，取
得欲求の変化がうかがわれる。（図4，図5）
　これを子供構成別に観察すると，各調査年とも，婦人服が第皿段階以後急
速に購入量が増加し，背広服，婦人着物は第】y，V段階で増加している。し
かし「時」の変化の中では，婦人着物は59年になり減少し，婦人服も各段階
とも上昇後，54年より減少し背広服は54年より横這いとなっている。この時
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　　　　　　　図5　1年間の購入数量（年間収入5分位階級別）
期は教育費増加など成長期の子供への支出が増え「豊かさ」のかげりがこの
ような数量の変化，買い控えとなったのであろう。
　平均価格の実額は年々高額化しているが対実収入比率は背広服，婦人服は
やや低下し，婦人着物はやや高騰している。価格の変化が購入量に影響を与
えていることは，当然であるが第V段階の背広服，婦人服，婦人着物の増加
一87一
は成人になる子供のための増分とも考えられる。
　皿　コーホート分析
　以上，子供構成別，収入階層別の比較をふまえ，次のようなコーホーbを
組み検討する。（消費実態調査は5年毎に行なわれるのでやや間隔が大きい
が，長子成長段階別の世帯主年齢を考慮した。＜表5＞）
　44年に第1段階にあった世帯は49年第皿段階54年第皿段階59年第］V段階と
ライフステージを辿っていく。これをaグループとし，44年に第］1段階から
出発するグループをbグループ更に第皿段階から出発するグループをcグル
ープとして，各年の子供構成別資料を組みかえてその変化を観察する。その
結果各成長段階のポイントが集中している場合はいわゆる成長段階効果3｝分
散している場合は「時の差」即ち経済動態効果4｝が大きいものと考えられる。
　消費支出構成をみると，各グループのポイソトが近似したところに並び，
各費の傾向が明確に現われている。（図6）
　被服費分析に，下着，靴下など目常品も加えてみると，これらには「時」
　　　　　　　　　　　表5　コーホートの組み方
．調太　　　　昭和クル　年
　　　　44年
葺こ温＼踊
　　N＼N＼w＼w　　V　　V＼V＼V
コーホートグループ
　　　　各＜Oルーフ I　　　　II　　　m　　　　IV
b　〃 II　　　IH　　　　IV　　　　V
C　〃 III　　　IV　　　　V
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　　　　　　　　　　図6　消費支出構成（コーホート）
の差がみられず，日常品の購入比率は，ほぼ一線上に並んでいることが認め
られた。生地，糸などではさすがに手作りが少くなった様子があらわれてい
る。（図7，図8）
　このように長子の成長段階でコーホートを組み，生活費構造の変化を検討
すると次のような諸点が見出せた。
　1．　長子の成長段階の上昇による生活費構成の変化は，前段階からの移行
　　　　　　　　　　　　　　　一89一
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　　　　　　　図7　被服費構成比の比較（その1）コーホート
がゆるやかな形で行なわれていく。
　2．　調査時点は5年の差があり，一般的には社会的風潮の変化は大きいよ
うに思われるが，コーホートで観察すると子供が低年齢段階の場合は「時」
の差が見られず，各年ほぼ同率の支出構成を示す。
　3．　子供の成長段階が家計に大きな影響を与えるのは，長子高校生，大学
生段階であると考えられる。特に子供の生活行動が独立化してゆく大学生段
階では教育費の急増と共に食料費の低落が大きい。各費目の動きの特徴が傾
向線で概観できよう。
　4．　被服費項目中，日常着，外出着どの服種別に検討すると，日常着に
は，「子供の成長段階」「時の変化」の影響はみられないが，背広服，婦人服，
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成長段階
婦人着物などの外着類及び生地糸類，にはパラツキが大きく，価格の低下，
社会的風潮などに影響されながら，“我が家の経済事情”を配慮しつつ購入
行動がとられていることが認められた。
　5．　平均価格が相対的に高い場合（44年，49年頃の背広服，59年の婦人着
物）や，生活意識の大きな変化（婦人着物，生地糸類への需要）は経済動態
効果として現われてくる。（図9，10図）
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　まとめ
　物資の豊かさから生活を見直す時代に入った今日ではあるが，街には商品
が所狭ましと積み上げられ，特に流行商品は目まぐるしく変化している。そ
の影響を受けやすい被服消費について子供構成を基礎にしたコーホート分析
により「生活費」「被服費」の面から検討を行ったところ，収入5分位階級別
にみられる程のはっきりした所得差の影響は現われなかった。
　子供の成長と共に，極端に増大化する教育費負担の重荷が目立ち被服費の
変化はわずかである。
　これは，日常衣料セこ関してはほぼ定率の支出を行う一面，背広，婦人服な
どの外着に関しては，価格低落に伴って購入量増加というバラソスがとられ
ていることでもうなづけよう。
　しかし被服費の比率は子供の成長につれてやや増加し，その中でも外着率
が増えてゆくことは，子供達の必要や嗜好が，特に高校生から大学生段階で
フアシヨソ化，高級化し，高額化志向があらわれるのではないだろうか。
　このように一部分ではあるが生活費構造・被服費構造を検討すると一般的
には成長段階効果とみられる影響が強いが，着用機会が大きく変化した婦人
着物，価格負担感で大きく変化した背広服などのような特殊な場合には，経
済動態効果といわれる「時の影響」が強く観察された。人々は生活意識を変
化させつつ新しい消費行動を自分達の生活歴の中にとり入れ，徐々に実生活
を変えていくのである。
〔註〕
1）1学習院女子短大紀要X［。
2）世帯変動と生活構造，国民生活研究所編，p．33－48
3）同上。
4）同上。
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